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天晴れ介護サービス 勉強会
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介護と介護事業を守り､よくする！

経営者･管理者向け勉強会
■2026年7月29日開催
小宮一慶著「経営者の教科書」より⑤

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社
代表取締役 榊原 宏昌
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内容経営者・管理者向け勉強会

■一倉定 (いちくらさだむ 1918‐1999）

社長専門コンサルタント。

「事業経営の成否は、99％社長次第で決まる」という
信念から社長だけを対象に情熱的に指導する異色の
コンサルタント。

空理空論を嫌い、徹底して「お客様第一主義と経営現
場主義」を標榜する｡社長を小学生のように叱りつけ
る反面、社長の悩みを共にし、親身になって業績向
上策を練り、幾多の高収益会社を育てる。その厳し
く情熱溢れる指導に多くの社長が師と仰ぎ「社長の
教祖」と呼ぶ。

これまで指導してきた会社は、大中小5,000余社を超え、
あらゆる業種･業態に精通。文字通り、我が国に於け
る「社長専門の経営コンサルタント」の第一人者で
ある。日本のドラッカーとも称された。
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内容経営者・管理者向け勉強会

■ピーター・ドラッカー（1909 – 2005）

オーストリア・ウィーン生まれの経営学者。「現代経
営学」あるいは「マネジメント」の発明者。未来学
者（フューチャリスト）と呼ばれたこともあったが、
自分では「社会生態学者」を名乗った。

■スティーブン・R・コヴィー（1932‐2012）

アメリカ生まれの作家、経営コンサルタント。フラン
クリン・コヴィー社の共同創設者。 "The 7 Habits of 
Highly Effective People"日本語訳は『完訳 7つの習慣
-人格主義の回復』の著者として世界的に有名。

「生まれてきたときより、よりよい世界にして、この
世を去る」という言葉は有名
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内容経営者・管理者向け勉強会
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■RTの法則

R：ROOT（根っこ）

T：TREE（木：幹と枝葉）

TOP（上に見えているもの）

RTの比率は１：１

※諸説あり

Rがつながっている組織は強い
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内容本日の内容

■小宮一慶著「経営者の教科書」より⑤
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内容経営者・管理者向け勉強会
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■勉強会の流れ

・榊原よりレクチャー

・グループワーク（本日の内容等について）

自己紹介：お名前､地域､所属､お立場､お仕事内容など

レクチャーをきっかけに感じたこと、疑問など

・発表、意見交換、質疑応答

■ルール

・ここで得た他法人の情報等を外部へ漏らすことを禁止します

・レクチャー部分のみ録画させて頂きます

※リーダーズ・プログラム会員等は、後日ご視聴頂けます

・投影資料は、アンケートにお答え頂いた方にお送りします
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講師プロフィール
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◎昭和52年、愛知県生まれ 介護福祉士、介護支援専門員

◎京都大学経済学部卒業後、平成12年、特別養護老人ホームに介護職として勤務

◎社会福祉法人、医療法人にて、生活相談員、グループホーム、居宅ケアマネジャー、

有料老人ホーム、小規模多機能等の管理者、新規開設、法人本部の実務に携わる

◎15年間の現場経験を経て､平成27年4月｢介護現場をよくする研究･活動｣を目的に独立

◎著書、雑誌連載多数。講演、コンサルティングは年間400回を超える

◎ブログ、facebook、毎朝5:55のライブ配信など毎日更新中

◎YouTubeや動画ライブラリーでは500本以上の動画を配信

◎介護と介護事業を守り､よくする！｢事業経営＆教育インフラ｣

リーダーズ･プログラム（年会費制）主催

◎4児の父、趣味はクラシック音楽、温泉＆サウナ、神社仏閣巡り

◎天晴れ介護サービス総合教育研究所 https://www.appare-kaigo.com/「天晴れ介護｣で検索

■日本福祉大学 社会福祉総合研修センター 兼任講師

■全国有料老人ホーム協会 研修委員 ■稲沢市 地域包括支援センター運営協議会委員

■7つの習慣®実践会 認定ファシリーテ―ター

■出版実績：中央法規出版、日総研出版、ナツメ社、その他10冊以上

■平成20年第21回ＧＥヘルスケア・エッセイ大賞にてアーリー・ヘルス賞を受賞

■榊原宏昌メールアドレス sakakibara1024@gmail.com
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介護と介護事業の両輪から
その人らしい暮らしと人生を応援する
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➢facebook、ブログ、YouTubeライブ等を毎日更新、情報発信
➢メルマガ（日刊:介護の名言、週刊:介護現場をよくする研究＆活動通信）
➢公式LINEでも毎日情報発信をしております
➢以上の情報はHP（｢天晴れ介護｣で検索）より、特典たくさんあります！
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天晴れ介護サービスの
ミッション･ビジョン･バリュー（MVV）
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■ミッション（使命）
◎介護と介護事業の両輪から

その人らしい暮らしと人生を応援する
◎｢介護はいい仕事だな」と思える専門職を

｢介護事業はいい事業だな」と思える経営者を
将来にわたり１人でも多くする

■ビジョン（理想の未来）
◎ケアする人がケアされる循環が当たり前の世界
◎人同士がお互いに学びあい、気持ちよく支えあう世界
◎誰もが「いい人生だなぁ」と思える世界
◎2065年、天晴れ介護サービス50周年（約90歳）には

みんな元気＆笑顔で、超高齢社会のピークを乗り切る
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ミッション･ビジョン･バリュー（MVV）
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■バリュー（提供する価値）

◎介護領域のリーダー＆パートナーとして、
国内外から必要とされる存在になる
（そうだ、天晴れさんに聞いてみよう！）

◎ケアする人がケアされる循環型社会
人が力を発揮して成果を上げる組織や仕組みを作るための
知恵を体系化＆インフラ化し、自らも実践・率先垂範する
（困ったら天晴れさんを見てみよう！）

◎介護と介護事業のプロと言える法人・人材を
将来に渡って輩出する
（天晴れだからこそできる仕事！）

天晴れ介護サービスの
ミッション･ビジョン･バリュー（MVV）

｢天晴れ｣の由来☞☞☞
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ミッション･ビジョン･バリュー（MVV）
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天晴れ介護サービスの
ミッション･ビジョン･バリュー（MVV）
AIによる解説音声

https://drive.google.com/file/d/1oWsF1NOzBWZi6O7X3zYUKXGOMX7Nz6xZ/view
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著書・雑誌連載
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内容Amazonランキング４部門１位！
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内容経営者・管理者向け勉強会
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■勉強会の流れ

・榊原よりレクチャー

・グループワーク（本日の内容等について）

自己紹介：お名前､地域､所属､お立場､お仕事内容など

レクチャーをきっかけに感じたこと、疑問など

・発表、意見交換、質疑応答

■ルール

・ここで得た他法人の情報等を外部へ漏らすことを禁止します

・レクチャー部分のみ録画させて頂きます

※リーダーズ・プログラム会員は、後日ご視聴頂けます

・投影資料は、アンケートにお答え頂いた方にお送りします
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内容本日の内容

■小宮一慶著「経営者の教科書」より⑤
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資源の最適配分
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■公私混同をやめ「正々堂々」と生きる

公私混同をしない。それはつまり、自分をいかに律せられるかです。「あ
なたのやっていることは、公私混同だ」とは、トップには誰も言ってくれ
な いのです。 それは、「経営」のもう一つの仕事である「人を動かす」に
もおおいに関 係します。部下を動かし、また自分が経営者として100%のエ
ネルギーを 出すためには、正しいことをやっている、「正々堂々」として
いられること が大切であり、そのためには公私混同を絶対に避けるべきで
す。それが成功 への近道です。

お金の使い方はももちろん、人事異動 なども、本当にそれが会社にとって
ベストなのか、先に説明した For the companyになっているかどうかを基準
として考えるのです。ただし、For the company を、自分に都合よく拡大解
釈しないことです。例えば、経営者の機嫌が悪いと会社がうまくいかない
からと、夜の銀座へ 出かけていって、会社のお金をばーっと使うことを
For the company だと 言ってしまえばそれまでですが、では同じことを部下
がやっても許せるで しょうか。あくまでも、それが判断基準です。
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資源の最適配分
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■「欲」を一段階高めればビジネスは成功する

中には、「会社やビジネスなど私利私欲で始めるものじゃないか」と言う 人
もいるでしょう。それは確かにそうかもしれません。私なども偉そうなこ と
を言っていますが、会社を始めた当初は、私や従業員の家族が食べるため だ
という要素が大きかったことは否めません。食べていくためだったり、お 金
持ちになりたい、あるいは名誉欲という動機から会社を興した人も多いで
しょう。

だから、最初はそのために必死に頑張るのです。必死に頑張るから、ある 程
度はうまくいく。しかし、問題はそこからなのです。そこそこうまくいっ た
ときから、その後、食べるのに困らなくなった後、それでもお金のために 働
くのか、それとも、仕事にもっと高い目的や目標を見いだせるかで、仕事 の
質やレベルが上がるかどうかが決まるのです。 言い換えれば、それまでの
「欲」をより高いレベルの「欲」に高められる かどうかが大成功のカギなの
です。
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資源の最適配分
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■「良い仕事」をする⋯⋯ドラッカー先生が「利潤動機」を否定する理由

ここまでの経営哲学的な話を一気に理解するのは、なかなか難しいかもしれ
ません。 私も最初は漠然としか分かりませんでした。実践でそれを腹落ちさ
せ、そ して、仕事の喜びを知り、結果として経済的に豊かになるためには、
自分も 含めて働く人が「良い仕事」をすることに専念することが一番だとい
うこと にあるとき気づきました。

良い仕事をして、お客さまに喜んでいただいて、それが、従業員の働く喜 び
につながり、社会に貢献して、その結果儲かる――そういう循環にもって い
ければ、先ほど説明した「高いレベルの欲」に自然と気づくようになりま す。
良い仕事に集中し、それを続けていると、経営者だけでなく、働く人に も会
社や仕事の存在意義を理解してもらえるようになります。
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資源の最適配分
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ちなみに、私は「良い仕事」ということについて三つの定義を持っています。

良い仕事とは「①お客さまが喜ぶこと、②働く仲間が喜ぶこと、③工夫」 で
す。その三つに集中することが会社や社会を良くする本質です。世の中も、
働く仲間も、求めているのは、それらだからです(この「良い仕事」について
は後でも詳しく説明します)。

そして、良い仕事をして、良い会社を作れば、自分も豊かになる。その豊 か
さは「結果」であり、世の中からの「評価」なのです。 ドラッカー先生は
「利潤動機というものがあることさえ疑わしい」と述べ ておられます。私は、
コンサルタントの仕事をし始めて最初の頃は、ドラッ カー先生のこの言葉の
意味がよく分かりませんでした。利潤のために経営や 仕事をしていると思っ
ていたからです。しかし、長年多くの会社を見てきて、 また自社を経営して
きて、本当に良い会社を作り、良い人生を送るためには、 利潤動機ではなく、
「良い仕事」に専念し、お客さまや社会に貢献する、働 く人を活かし幸せに
することを目的にすることが大切だと確信するようにな りました。

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

資源の最適配分
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■社員がやる気になる「給与の決め方」

先に「経営者は良い会社を作ってたくさん給与を取ればいい」ということ を
述べましたが、どれくらい取ればいいのでしょうか。この話を聞いたら、
「よし、たくさん取るぞ」と思う人も少なくないでしょうが、いくつかの前
提があるのです。

まず、一倉定先生は「従業員に、同じ地域で同じような仕事をしている人 と
比べて1割高い給与を払うべき」とおっしゃっています。給与が少ないと、
子供さんを行きたい学校に行かせられない、旅行にも行けないなどとなり、
それでは、どうしても仕事や会社にプライドを持てません。 しかし、逆に、
生き方や人生の正しい考え方の勉強を十分にしていない人 たちに多くの給与
を与えると、遊んでしまったり、仕事をないがしろにして、 結局人生を有意
義に送れないことになってしまいます。だから、「1割多く」 というのが妥
当だと私も思います。
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資源の最適配分
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さらには、私は一代で東証プライム上場会社を作ったある経営者から次の よ
うに言われたことがあります。「小宮さん、会社というのはどれだけ多く の
人を雇っているかも大事だが、1000万円以上の年収を取っている人が 何人
いるかも大切だ」と。

経営者だけが高い給与を取っている会社もありますが、長く勤めてくれて い
る従業員、とくに、自分の人生を賭けて働いてきてくれた幹部たちには報 い
なければなりません。そういう人たちに、どれだけ報いるかが経営者のプ ラ
イドでもあるわけです。

さらには、適正な利益も出さなければなりません。そうしなければ会社は 強
くなりませんし、税金も支払えません(私は、高収益企業の定義として、「付
加価値(売上高から外部購入費を引いたもの)の2割の営業利益を出す」と説明
し ています)。 従業員に給与を十分支払い、十分な利益を出す前提で、経営
者は残りをす べてもらえばいいのです。
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資源の最適配分
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実際にもらわなくとも、オーナー経営者は、儲かった利益はすべて純資産の
「利益剰余金」に入るわけですから、残りのす べてをもらっているのと同じ
です。 そういうと、中小企業経営者の適正な給与が分からないかもしれませ
んね。 私は銀行の支店長くらいの年収を、目安にすればいいとアドバイスし
ていま す。メガバンクなら1500万円から2500万円程度でしょう。地方銀行
ならもう少し少ない水準です。

もちろん、これは、ここで説明した、「従業員さんには同じ地域で同様の 仕
事をしている人よりも1割高い給与」「長年働いてくれる幹部には 1000万円
以上 適正な利益が出ていること が条件です。そうでなけ れば、自身の給与
を抑えるしかありません。 逆に、これらの条件がすべてクリアされているの
なら、バランスの問題さ えなければ、経営者は何千万円取っても、場合に
よっては億円単位で取って も問題はないでしょう。
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内容本日の内容

■小宮一慶著「経営者の教科書」より⑤
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ＡＩケアプランについて
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https://www.appare-kaigo.jp/17706730721783



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

導入法人様より
昨日アカウントが付与された「●●●」

賢い！早い！すごい！と、居宅の所長が、私の部屋に駆けつけてくれました

榊原先生のおかげです！早くお礼を！！って急かされて、今（笑）

「嬉しい」って言葉が何度も出てきましたし、

「ケアプランが、今までよりも更に良くなる」って

サービス担当者会議の作成ツールも早速試してみたいと張り切っています。

まずは、手を動かして、実際に触ってみないことには

何も前に進まない！って、居宅のメンバー、みんなとても前向きです

先生、本当にありがとうございます

施設用も、後日オンラインデモを実施していただくことになりました

特養とグループホームへの試験導入を前提に

部長をチームリーダーに任命しました。
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面談等のトレーニングアプリ｢けあトーク」
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https://www.appare-kaigo.jp/17663698166198
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けあトークの活用

27

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

けあトークの活用
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けあトークの活用
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けあトークの活用
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内容経営者・管理者向け勉強会
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■勉強会の流れ

・榊原よりレクチャー

・グループワーク（本日の内容等について）

自己紹介：お名前､地域､所属､お立場､お仕事内容など

レクチャーをきっかけに感じたこと、疑問など

・発表、意見交換、質疑応答

■ルール

・ここで得た他法人の情報等を外部へ漏らすことを禁止します

・レクチャー部分のみ録画させて頂きます

※リーダーズ・プログラム会員は、後日ご視聴頂けます

・投影資料は、アンケートにお答え頂いた方にお送りします
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継続的な学習の重要性！
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■成長のために

・ギャップを埋める＆強みを活かす

・時間とエネルギーをかけた分だけ成長する

・よい情報を浴び続ける、そういう環境に身を置く

・成長は螺旋階段、その時々で受け取るものも違う

・ミラーニューロン効果（思考･行動に影響､時間差で効果！）､感度が高まる

・知れば知るほど分からないことが増える、知りたいことが増える

・学びが理想をつくり、理想が学びを生む

■メンテナンスのために

・いつも良い状態を保てるとは限らない……。

・定期的に軌道修正させてくれる、人・環境の存在が必要

■自分自身、そしてチームワーク

・シャンパンタワー：自分が満ち足りて、人を満たすことができる

・研修はチームで参加､普段は話さないことも話す､施設を越えた連携



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

継続的な学習の機会を持つために
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動画
オンライン
研修

対面
研修

影響力・インパクト

回数・頻度

習慣化 ＝ インパクト × 回数
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内容介護現場をよくするライブラリー
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居宅・訪問系
地域密着デイ等
小規模事業者向け

上記以外の
法人様向け

個別コンサル
ティングを
ご希望の方

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.
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研修･動画の内容
経営から現場まで600本以上！

37
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【NEW!】階層別研修パッケージ

38

けあトーク
面談･説明
クレーム等
トレーニング
アプリ

※非売品

セレクト
パック30
2026版

月5000円

管理者
リーダー向け

月8000円

法定＆新人研修

月5000円

通常は
リーダーズ
プログラム
会員のみに
ご提供する
アプリです

基礎動画10本
管理者･リーダー
基礎12コマ

基礎研修35コマ

毎年更新20本！特典動画20本新人研修パック

最新情報
毎月更新！

6分野横断も

入会金50,000円＋月会費30,000円
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介護と介護事業の両輪から、その人らしい暮らしと人生を応援する！
｢学び｣｢共感｣｢モチベーション｣をもたらす研修シリーズ

介護と介護事業を守り､よくする！
経営者の右腕として、法人の中核を担う人を作る！

経営人財養成講座2026
■「強く、熱いミッション」の実現と
「あたたかい組織づくり」に貢献する！

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社

代表取締役 榊原 宏昌
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経営人財養成講座2026
内容日程：13時～17時半

経営人財とは、管理者との違いとは、経営者の右腕として第1回5月27日

■前編「知識・ノウハウ編」

事業構造・稼働・サービス第2回6月23日

人材採用・育成・定着第3回7月29日

リスク・財務・法令第4回8月20日

組織・仕組み・労務第5回9月29日

■後編「人を動かす編」

職員を知る、対話力、傾聴･理解･承認･指導第6回10月28日

仕事を任せる、役割分担第7回11月24日

■まとめ編「計画作成」

計画作成第8回12月22日

計画発表第9回1月26日

フォローアップ第10回2月24日
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「７つの習慣」実践会（2026年度予定）

41

■ご参加頂くにあたって
・｢７つの習慣(完訳版)｣の書籍(紙)を用意し、該当箇所を読んでくる
・毎回お送りする｢実践会テキスト(4ページ程度)｣を事前に印刷し

ワークにも取り組んでくる
・毎回申込制、1回3,000円、6名程度想定、夜19時～22時

→どの回からでもご参加頂けます、間が空いても大丈夫です
繰り返し受講が超効果的！です

・zoom開催（カメラ・マイクON、できればPC、静かな環境で）
・原則、遅刻・早退なしで、終了後にアンケートをお願いします

第7回winwin：285‐33610/18第1回ｲﾝｻｲﾄﾞｱｳﾄ：1-464/5

第8回理解に徹し：337‐37111/22第2回7つの習慣：47‐705/10

第9回理解される：371‐38012/20第3回主体的である：71‐1146/7

第10回シナジー：381‐4201/17第4回終わり描く：115‐1907/19

第11回刃を研ぐ：421‐4732/21第5回最優先事項：191‐2508/23

第12回年間計画（書籍なし）3/21第6回相互依存：251‐2849/20
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内容

■以下3本必見です！
・介護保険部会まとめ
・補助金＆処遇改善加算
・職場環境等要件詳細

■さらに！
ご登録頂いた方には
「運営指導対策セミナー
動画（通常有料）」
プレゼント中！

制度改正 速報＆解説セミナー動画

42
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内容

43

https://contents.ichiguu.com/p/on-line-summit2026-opt?ftid=QJgrphGRvE8v

8月19日（水）
19時～22時
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【無料】創業10周年記念！
介護と介護事業をよくする８分野連続セミナー

新人研修から業務効率化､稼働率向上､サービス改善､人材採用､事業計画まで

幅広く扱いますが､いずれも経営力･組織力･マネジメントの視点からお話します

１．新人研修

２．職員育成

３．管理者、リーダー育成

４．経営人財の養成

５．業務効率化の具体策

６．稼働率・サービス改善

７．人材採用・育成・定着

８．事業計画の策定と運用

８月から９月にかけて開催予定です。

右のフォームよりご登録頂いた方に詳細をお送りしますので、

まずはご登録下さいませ。
44

https://www.appare-kaigo.jp/8fields

８月１０日（月）開講！
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内容こちらも是非ご覧くださいませ！
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内容経営者・管理者勉強会

■次回は

８月２０日（木）１９時～

※セミナーカレンダーで

年間予定公開中！

46
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内容経営者・管理者向け勉強会
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■勉強会の流れ

・榊原よりレクチャー

・グループワーク（本日の内容等について）

自己紹介：お名前､地域､所属､お立場､お仕事内容など

レクチャーをきっかけに感じたこと、疑問など

・発表、意見交換、質疑応答

■ルール

・ここで得た他法人の情報等を外部へ漏らすことを禁止します

・レクチャー部分のみ録画させて頂きます

※リーダーズ・プログラム会員は、後日ご視聴頂けます

・投影資料は、アンケートにお答え頂いた方にお送りします
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経営者・管理者向け勉強会
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ご清聴ありがとうございました！
また次回、ご参加下さいませ(^^)/

榊原 宏昌


